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ワクチン接種が進みコロナ禍終息見込に期待が高まるが，感染防止対策が必要な状況は

まだしばらく続くと思われる．現地開催（ハイブリッド開催含む）について，当面は以下の

方針に基づき判断する． 

 

１．現地開催可否判断 

・開催予定日に，会場が所在する都道府県または市に緊急事態宣言またはまん延防止等重点

措置が発令されている場合は現地開催を中止しオンライン開催とする．  

・開催する都道府県あるいは市に，上記以外の新型コロナに関連する要請などが出されてい

る場合はその指示に従う．他県からの来県の自粛が要請されている場合は他県からの会

場参加を中止しオンライン参加とする． 

・参加者の自宅あるいは勤務先が所在する都道府県または市に緊急事態宣言またはまん延

防止等重点措置が発令されている場合は会場参加を中止しオンライン参加とする． 

・開催の際は，会場定員を確認し，参加人数上限，密を避けた座席配置などに配慮する． 

・他学会共催時は，担当幹事間で双方の判断基準・方針等を確認し，協議・判断する． 

 

２．開催に際し，参加者へのお願い 

・マスク着用は必須．大声の会話は控える． 

・受付前に，手洗いもしくはアルコール消毒をする． 

・参加前に検温し，平熱+1 度以上の発熱がある場合は参加をやめる．息苦しさ・倦怠感，

咳・咽頭痛などの症状がある場合，保健所，病院等から自宅待機，経過観察等の指示が出

ている場合も同様とする． 

・後日参加者から感染者がでた場合に連絡がとれるよう，予め参加者全員の連絡先を確認し

保管する．状況により保健所等へ提供する場合がある旨了承を得ておく．接触確認アプリ

(COCOA)を起動しておく． 

 

（参考）電子情報通信学会における研究会開催について（2020 年 10 月 27 日更新） 

https://www.ieice.org/ken/documents/ieice-announcement-2020oct.pdf 

 


